
不
動
産
の
使
用
料
等
の
支
払
調

書
の
提
出
範
囲
は
次
の
よ
う
に

告
知
さ
れ
て
い
る
。
［
平
成
27

年
4
月
1
日
現
在
法
令
等
］「
不

動
産
の
使
用
料
等
の
支
払
調

書
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
方
は
、
不
動
産
、
不
動
産

の
上
に
存
す
る
権
利
、
総
ト
ン

数
20
ト
ン
以
上
の
船
舶
、
航
空

機
の
借
受
け
の
対
価
や
不
動
産

の
上
に
存
す
る
権
利
の
設
定
の

対
価
の
支
払
を
す
る
法
人
と
不

動
産
業
者
で
あ
る
個
人
の
方
で

す
。
た
だ
し
、
不
動
産
業
者
で

あ
る
個
人
の
う
ち
、
主
と
し
て

建
物
の
賃
貸
借
の
代
理
や
仲
介

を
目
的
と
す
る
事
業
を
営
ん
で

い
る
方
は
、
提
出
義
務
が
あ
り

ま
せ
ん
。
「
不
動
産
の
使
用
料

等
の
支
払
調
書
」
の
提
出
範
囲

は
、
同
一
人
に
対
す
る
そ
の
年

中
の
支
払
金
額
の
合
計
が
15
万

円
を
超
え
る
も
の
で
す
が
、
法

人
に
支
払
う
不
動
産
の
使
用
料

等
に
つ
い
て
は
、
権
利
金
、
更

新
料
等
の
み
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
し
た
が
っ
て
、
法
人
に

対
し
て
、
家
賃
や
賃
借
料
の
み

支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、
支
払

調
書
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
15
万
円
に
は
、
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
の
額
を
含

め
て
判
断
し
ま
す
が
、
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
の
額
が
明
確

に
区
分
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
そ
の
額
を
含
め
な
い
で
判

断
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
不
動
産
の
使
用
料

等
に
は
、
土
地
、
建
物
の
賃
借

料
だ
け
で
な
く
、
次
の
よ
う
な

も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。
①
地
上

権
、
地
役
権
の
設
定
あ
る
い
は

不
動
産
の
賃
借
に
伴
っ
て
支
払

わ
れ
る
い
わ
ゆ
る
権
利
金
、
礼

金
②
契
約
期
間
の
満
了
に
伴

い
、
又
は
借
地
の
上
に
あ
る
建

物
の
増
改
築
に
伴
っ
て
支
払
わ

れ
る
い
わ
ゆ
る
更
新
料
、
承
諾

料
③
借
地
権
や
借
家
権
を
譲
り

受
け
た
場
合
に
地
主
や
家
主
に

支
払
わ
れ
る
い
わ
ゆ
る
名
義
書

換
料
。
ま
た
、
催
物
の
会
場
を

賃
借
す
る
場
合
の
よ
う
な
一
時

的
な
賃
借
料
、
陳
列
ケ
ー
ス
の

賃
借
料
、
広
告
等
の
た
め
の
塀

や
壁
面
等
の
よ
う
に
土
地
、
建

物
の
一
部
を
使
用
す
る
場
合
の

賃
借
料
に
つ
い
て
も
、
支
払
調

書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
（
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法
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２
５
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５
２
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規
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９
月
３
日
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

改
正
法
が
成
立
し
た
。
改
め
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
目
的
を
み
る

と
、
３
点
に
分
別
さ
れ
る
。
１

つ
め
は
、
所
得
や
他
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
受
給
状
況
を
把
握

し
や
す
く
な
る
た
め
、
負
担
を

不
当
に
免
れ
る
こ
と
や
給
付
を

不
正
に
受
け
る
こ
と
を
防
止
す

る
と
と
も
に
、
本
当
に
困
っ
て

い
る
人
に
き
め
細
か
な
支
援
を

行
え
る
よ
う
に
す
る
「
公
平
・

公
正
な
社
会
の
実
現
」
２
つ
め

は
、
添
付
書
類
の
削
減
な
ど
、

行
政
手
続
が
簡
素
化
さ
れ
、
国

民
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。
ま

た
、
行
政
機
関
が
持
っ
て
い
る

自
分
の
情
報
を
確
認
し
た
り
、

行
政
機
関
か
ら
様
々
な
サ
ー
ビ

ス
の
通
知
を
受
け
取
っ
た
り
で

き
る
よ
う
に
な
る
「
国
民
の
利

便
性
の
向
上
」
３
つ
め
は
、
行

政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど

で
、
様
々
な
情
報
の
照
合
、
転

記
、
入
力
な
ど
に
要
し
て
い
る

時
間
や
労
力
が
大
幅
に
削
減
さ

れ
る
。
複
数
の
業
務
の
間
で
の

連
携
が
進
み
、
作
業
の
重
複
な

ど
の
無
駄
が
削
減
さ
れ
る
「
行

政
の
効
率
化
」
だ
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
発
行
は
平
成
27
年
10
月

に
住
民
票
を
有
す
る
国
民
に
12

桁
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
通
知
さ

れ
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
①
 

「
社
会
保
障
」
と
し
て
、
年
金
・

雇
用
保
険
の
資
格
取
得
や
確

認
、
給
付
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

事
務
。
医
療
保
険
・
福
祉
分
野

の
給
付
。
生
活
保
護
等
。
②
 

「
税
」
と
し
て
税
務
当
局
に
提

出
す
る
申
告
書
、
届
出
書
、
調

書
な
ど
に
記
載
。
税
務
当
局
の

内
部
事
務
。
③
「
災
害
対
策
」

と
し
て
被
災
者
生
活
再
建
支
援

金
の
支
給
。
被
災
者
台
帳
の
作

成
事
務
。
と
い
っ
た
、
社
会
保

障
・
税
・
災
害
対
策
分
野
の
中

で
法
律
で
定
め
ら
れ
た
行
政
手

続
き
で
の
み
使
用
さ
れ
る
。
今

回
の
改
正
さ
れ
た
大
枠
は
、
税

と
社
会
保
障
を
対
象
と
し
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
対
象
枠
を

拡
大
す
る
内
容
で
、
個
人
の
銀

行
口
座
は
２
０
１
８
年
か
ら
同

意
を
得
た
上
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

と
結
び
付
け
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
ま
た
、
２
０
２
１
年

以
降
に
は
結
び
つ
け
の
義
務
化

も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
主
な
目

的
は
口
座
の
預
金
状
況
や
金
銭

の
流
れ
を
調
べ
る
こ
と
で
、
申

告
漏
れ
や
脱
税
行
為
を
防
ぐ
事

に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
社
会

保
障
・
税
・
災
害
対
策
に
利
用

さ
れ
る
マ
イ
ナ
イ
ン
バ
ー
は
、

Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
の
代
用
と
し
て
提

示
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
ナ

ン
バ
ー
の
書
き
写
し
や
コ
ピ
ー

を
取
る
こ
と
は
、
法
令
や
条
例

で
定
め
ら
れ
た
目
的
以
外
の
利

用
は
不
正
に
あ
た
る
。従
っ
て
、

賃
貸
借
契
約
時
に
本
人
確
認
な

ど
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
は
な
い
。
で
は
、
不

動
産
業
界
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
は
全
く
無
関
係
で
あ
る
か

と
い
う
と
、
実
は
必
ず
し
も
そ

う
で
は
な
く
、
次
の
よ
う
な
場

合
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
情
報

提
供
が
必
要
と
な
る
。
不
動
産

の
売
買
に
お
い
て
は
個
人
か
ら

法
人
に
譲
渡
さ
れ
、
そ
の
金
額

が
１
０
０
万
円
を
超
え
る
場

合
、
法
人
は
「
不
動
産
な
ど
の

譲
渡
受
け
の
対
価
の
支
払
い
調

書
」を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
調
書
は
金
銭
を
支
払
っ
た

相
手
の
氏
名
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
、
個

人
で
あ
る
売
り
主
は
売
却
先
の

法
人
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

情
報
提
供
を
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
ま
た
、
賃
貸
経
営
に
お

け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
場

面
と
し
て
は
、
年
間
の
賃
料
な

ど
の
合
計
金
額
が
１
５
万
円
を

超
え
て
支
払
い
を
す
る
法
人

と
、
不
動
産
業
者
で
あ
る
個
人

（
主
と
し
て
建
物
の
賃
貸
借
の

代
理
や
仲
介
を
目
的
す
と
す
る

事
業
を
営
ん
で
い
る
者
を
除

く
）
は
、
賃
貸
人
に
対
し
て
、

支
払
調
書
の
提
出
が
必
要
に
な

る
。
こ
れ
は
社
宅
と
し
て
利
用

す
る
た
め
に
法
人
と
賃
貸
借
契

約
を
結
ん
だ
り
、
サ
ブ
リ
ー
ス

契
約
を
し
た
場
合
等
が
こ
の

ケ
ー
ス
に
当
た
る
。
当
然
、
こ

の
場
合
に
も
支
払
調
書
作
成
・

提
出
事
務
の
た
め
、
賃
貸
人
で

あ
る
個
人
の
オ
ー
ナ
ー
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
提
出
を
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
通
常
、
賃
貸

借
契
約
締
結
時
点
で
月
額
賃
料

が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い

こ
と
か
ら
年
内
に
支
払
う
合
計

賃
料
額
が
15
万
円
を
超
え
て
い

れ
ば
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供
を

求
め
ら
れ
る
。
も
し
年
の
途
中

で
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
た
こ

と
で
、
合
計
賃
料
額
が
15
万
円

に
達
し
な
い
場
合
に
は
支
払
調

書
の
作
成
は
不
要
と
な
り
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供
を
行
う
必

要
は
な
い
。
ま
た
、
賃
貸
借
契

約
の
更
新
契
約
を
締
結
し
た
場

合
に
も
、
す
で
に
提
供
を
受
け

て
い
る
賃
貸
人
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
更
新
後
の
賃
貸
借
契
約

の
支
払
調
書
の
作
成
、
提
出
事

務
で
利
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
利
用
場
面
を
把
握

し
た
上
で
、
慎
重
な
情
報
管
理

が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
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